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1
八
町
長
表
彰

V
l

勤

続

章

上

田

濯

徳

他

十

七

名

ま
た
今
年
の
出
初
式
に
、
団
員
に
と

っ
て
い
さ
さ
か
の
励
か
と
な
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
そ
れ
は

「
消
防
団
員
退
職

報
償
金
」

三
月
十
日
｀
恒
例

の
肱
川
町
消
防
団
に

よ
る
出
初
式
が
、
肱

川
中
学
佼
佼
庭
で
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
春
日
和

の
暖
い
天
気
に
恵
ま

れ
、
部
隊
教
練
の
一

っ
、
行
進
訓
練
に
よ
制
度
が
今
年
四
月
一
日
よ
り
実
施
の

る
、
「
前
ヘ
ー
ツ
、
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
で
す
。

進
メ
ッ
”
~
」
「
回
＞
こ
の
制
度
は
、
十
五
年
以
上
勁
洸
し

ー
右
ッ
」
な
ど
の
号
令
や
、
「
ザ
ッ
て
退
職
し
た
消
防
団
員
に
、
勤
続
年

ク
ザ
ッ
ク
と
い
う
足
音
が
、
青
く
澄
数
及
び
階
級
に
応
じ
て

み

き

っ

た

空

に

こ

だ

ま

し

、

訓

練

は

最

低

三

万

円

最

高

七

万

円

最
高
の
コ
ン
デ
イ
シ
ョ
ン
で
行
な
わ
が
支
給
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。

れ
、
中
で
も
、
梯
子
操
法
、
ポ
ン
プ
（
死
亡
に
よ
る
自
然
退
裁
の
と
き
は

操
法
は
、
肱
川
町
消
防
団
の
訓
練
度
、
そ
の
遺
族
に
支
給
さ
れ
る
）

技
術
水
準
を
み
る
に
充
分
な
も
の
で
ま
だ
ま
だ
充
分
な
制
度
と
は
い
え
な

あ

っ

た

。

い

が

、

団

員

の

処

偶

と

い

う

点

で

、

ま
た
、
団
員
の
、
永
年
勤
続
者
、
功
一
歩
の
前
進
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
。

労
者
な
ど
匠
対
す
る
表
彰
が
行
な
わ
な
含
表
彰
者
代
表
の
答
辞
に
「
消
防

れ
た
0

表
彰
種
類
、
表
彰
者
数
は
、
事
業
に
挺
身
し
て
、
民
生
の
安
定
と

次

の

通

り

で

す

。

郷

土

の

発

展

に

尽

し

ま

す

」

と

S

う

I
八

愛

媛

県

知

事

表

彰

＞

ー

こ

と

ば

が

あ

っ

た

0

私
達
一
般
住
民

功

労

章

岩

田

横

太

郎

一

名

に

と

り

、

心

強

い

限

り

だ

が

、

私

達

l
八
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
＞
ー
も
消
防
団
ま
か
せ
に
せ
ず
、
身
近
な

勤

続

章

冨

永

真

盛

他

六

名

災

害

防

止

に

努

め

よ

う

。

さ

し

あ

た

1
八
喜
多
郡
消
防
団
喪
晶
畏
塁
影

y,
．
り
、
「
火
ノ
用
心
」
に
協
力
し
ま
し

勤

続

章

沖

吉

礼

他

八

名

ょ

う

。

山

山

英

清

他

六

名

と
い
う

発 行
肱川町

TEL{ii 
編，，集
';' 総務課~{ 9', ； 

1 9 6 4, 3・, 2 0号

ロ

睾

◎
家
畜
の
救
急
薬
品

箱
設
置

生
産
者
の
大
同
団
結
す
す
む

栗
栽
培
は
年
々
増
加
し
肱
川
町
で

一
五

0
町
歩
、
喜
多
郡
で
一

0
0
0

町
歩
の
架
園
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

将
来
性
に
つ
い
て
は
、
衆
は
比
較
的

安
定
し
た
作
目
で
す
が
、
現
状
の
ま

ま
で
は
一
抹
の
不
安
が
あ
り
ま
す
。

1
反
当
収
量
が
少
な
い

こ
れ
は
技
術
研
究
の
不
足

2
販
売
方
法
の
拙
劣

こ
れ
は
共
同
組
織
が
な
い
こ
と
t

こ
の
弱
点
を
解
決
し
ょ
う
と
熱
心
な

皆
さ
ん
の
発
企
で
栗
栽
培
者
の
大
同

団
結
が
す
す
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

岩
谷
地
区
で
は
咋
年
、
同
志
会
が
結

八
家
畜
、
建
物
共
済
事
業
の
内
容
は
前

号
で
詳
し
く
姦
知
ら
せ
し
た
が
、
三

月
末
で
責
任
期
間
が
満
了
に
な
る
場

合
ま
た
今
ま
で
加
入
し
て
な
い
方
は

早
速
加
入
の
手
続
を
と
っ
て
下
さ
い

家
函
共
済
に
加
入
し
て
い
る
と
安

心
し
て
家
畜
を
飼
育
で
き
ま
す

建
物
共
済
に
加
入
し
て
い
る
と
万

一
火
災
の
と
き
容
易
に
建
物
の
再

建
築
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

成
さ
れ
、
三
月
六
日
の
予
子
林
、
七

日
の
正
山
で
は
数
十
人
が
参
集
し
、

柴
生
産
販
売
者
同
志
会
結
成
の
討
議

を
行
な
い
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は

1
肱
川
農
協
の
事
業
所
単
位
に
同
志

会
を
結
成

2
同
志
会
に
常
会
を
単
位
の
実
践
班

を
森
き
、
こ
の
果
団
を
指
導
す
る

5
肱
川
町
内
の
各
同
志
会
の
連
絡
の

提
携
を
は
か
る
た
め
、
町
連
絡
会

を
結
成
す
る
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
組
織
を
中

心
に
総
力
を
結
集
し
て
有
利
な
栄
栽

培
を
追
求
し
よ
う
と
準
備
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。
こ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
、

参
加
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家

畜

建

物

共

済

産
業
共
済
家
畜
診
療
所
（
役
場
内
）

の
遠
隔
の
地
区
へ
家
畜
救
急
薬
品
を

に
置
い
て
家
斎
共
済
加
入
者
の
便
利
を

は
か
る
こ
と
に
し
た
が
関
係
部
落
長

さ
ん
と
設
置
場
所
を
協
議
し
て
次
の

六
ケ
所
を
決
め
た
。

な
お
去
る
三
月
七
日
資
任
者
の
研
修

と
薬
品
取
扱
い
説
明
会
を
行
い
即
日

薬
品
を
配
し
ま
し
た
か
ら
共
済
加
入

家
函
が
病
気
の
と
き
は
ご
利
用
下
さ
い
。

中
居
谷
地
区
山
田
浅
吉
さ
ん
方

宇
和
川
9

農
協
事
莱
所

大

谷

I

I

”

予

子

林

”

”

岩

谷

11

松
尾
直
恵
さ
ん
方

中

津

II

二
宮
正
登
さ
ん
方

使

用

要

領

は

別

表

を

見

て

下

さ

い

。

ー

加

入

を

ク

ov 栗生産阪売同志会
99.P'1,`ー

品名 1日の投薬回数 投 薬 数 症 吠 用 ／ 法

健胃整腸散 朝夕 2回 軽症 1日重症2日 食欲のないとき，反すうをしな 薬をビール瓶 8分目の水に溶きよく振って

いとき，食い過ぎで消化の悪い 飲ませる。

ようなとき

下痢止散 ” ” 水様便，粘液便，又は血硬を排 ” 
するとき

解熱散 ” ” 感冒等熱性の病気で食欲のない II 

とき

妓張制止剤 1 回 軽症 1本璽症2本 牛の第 1腐にガスが溜まり左側 薬 1瓶をビール邁半分の水に溶きよく振っ

の腹が膨れ，食欲，反すうがな て飲ませる o重症は倍量を飲ませる。

いとき

ヨート亨ツキ 随時 小ビン 1本 小さい傷でも軽視しない’C消毒 脱脂綿につけて処置する
する。 →` ＼ 

肝 除薬 1 袋 年 2回程度飲ますのがよい 薬をビール頃 8分目の水に溶き，よく振っ
て飲ま一正，その後清水を飲ませる。

しらみ薬 1回5日後 1回 1 袋 必要に応じ 牛を 2時間程日光に当てて鼻の先より尾の

..• つけ根まで 5~4⑳巾にすりこむ9 に ..>.J,- ，ユ
‘‘‘ ,..曾呻.逼-- ←-'ナ・・ 皇．．． .... ・'ー--' ＇＾~｀會•一.__ - '̀『... 

薬品代金

ながら飲ませる。この時，牛がコクリコクリと飲むのに気を配り除々に飲ませる。無理に飲ませて薬液が気管

に流れこみ師炎を起すことがあるから注意すること o使用する囁はピーJい盪が最も良いし

共済加入家孟を対象にしているので治療のための薬品代は不要ただし，｝田金駆除薬1o (a円しらみ薬 30円は
徴収します。



別表I、保験料の前納額

r11,' ヽ~，ヽー`  •9~’ 

ィ．I‘

前納時の年令 前納期間 前納甑しない場 前 納 頷 判 弓I 額合の

円 円 円
1年 1, 2 0 D 1, 1 7 0 3 0 

?-「）オ 6年 5·~600 3, 3 3 0 ,270 
1 0年 1 2, 0 0 0 9, 3 1 0 2, 6叉g
40年完納 6 5, 00 0 2 3', 5 4 0 3 9 4 6 0 
. 1年 1, 2 0 0. 1 t 1 7 0 3 0 

2 5オ 5年 ; 5,’9 6 0 0 5, 5 50 2 7 0 
1 0年 f. 2,1. O o O 9, 3 1 0 2, 6 9 0 
35年完納 57,000 2 3、.,86 0 5 5,1 4 0 
1年 1, 2 0 0 1 :, 1 7 0 3 0 

3 0オ 5年 3, 6 0 0 5, 5 50 .2 7 0 

' ； ＇ ＇ 

1 0年 1 5, 0 0 0 1 1, 3 3、to 5, 67  0 
5 5年完納 51,000 2 4, 5 0.．0 2 6, 7 0見
1年 1, 8 0 0 1, 7 6. 0 4 0 

る5オ 3年 5, 4 0 0 , s, o a・・ o 400 
1 0年 1 8, 0 0 0 1 3 r 9 7 0 4, 0 3 0 
2 5年完納 45,000 2 4, 8 6 0 2 0, 1 4 D 
1年 9, 1,8 0 0 1 I 7 6 0 4 0 

40オ 5年 5, 4 0 D 5, 0 0 0 4 0 0 
1 0年 1 8, 0 0 0 13,970 4, 0 3 0 
2 0年完納 36,000 221 150 1 3,, 8 5 0 
'1年 1, 8 0 0 1, 7 6 0 4 0 

4 5オ 5年 5, 4 0 0 5, 0 0 0 ,4 0 0 
1 0年 1 8 1 0 0 0 13,970 4, 0 5 0 
1 5年完納 27.,000 18,600 8, 4 0 0 
1年 1, 8 0 0 1, 7 6 0 4 0 

5 Dオ 5年 5, 4 0 0 5, 0 0 0 4 0 0 
1 0年完納 1 8., 0 0 0 1 3, 9 7 0 4, 0 3 0 

①
保
険
料
を
納
め
る
義
務

保
険
料
は
加
入
者
本
人
が
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
あ
る
が
、
中
妃
は
「
無
業
者
、
家

墳
従
嘔
者
、
主
帰
な
ど
」
の
よ
う
に

収
入
が
な
い
人
も
い
る
の
で
、
世
帯

主
、
配
偶
者
も
加
入
者
の
保
険
料
を

連
帯
し
て
納
め
る
義
務
が
あ
る
。

＠
保
険
科
の
納
め
方

保
険
料
は
、
た
て
ま
え
と
し
て
国

民
年
金
印
紙
に
よ
り
納
め
る
こ
と
匠

な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
民
年

金
手
帳
に
印
紙
を
は
り
、
町
役
場
で

消
印
（
検
認
）
を
受
け
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

い
親
険
科
は
月
々
納
め
る
の
が
た
て

i
!
 

ま
え
で
あ
る
が
、
そ
の
納
入
期
限
は

左
記
の
通
り
で
あ
る
。

4
5
6
月
分
は
、
そ
の
年
の

1
月

末

日

ま

で

．

7
8
9
月
分
は
、

10
月
末
日
ま
で

1
0
"
1
2
月
分
は
、
翌
年
の

1
月
末

日
ま
で

1
2
5
月
分
は
、
そ
の
年
の

4
月

末
日
ま
で

特
別
の
理
由
が
あ
っ
て
納
入
期
限

定
で
に
納
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
含
で

も、

4
月
ー

12
月
分
ま
で
は
、
翌
年

の

4
月
末
日
ま
で
で
あ
れ
ば
印
祇
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、

こ
れ
を
過
ぎ
る
と
納
付
害
（
会
費
）

に
よ
っ
て
現
金
で
納
め
な
く
て
は
な

国

民

年

金

は

私

達

の

恩

給

＾ 五
ヽ

別表n
全期間

． 

1 4人

肱川町で今迄に前納した人の数

2年‘

1人 死
亡
し
た
と
き
は
死
亡
し
た
月
以
降

の
保
険
料
は
か
え
さ
れ
る

又
、
前
納
し
た
人
が
会
社
等
に
勅
め

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
国
民
年
金
の

加
入
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
も
、
資

格
の
な
く
な
っ
た
月
以
降
の
保
険
科

は
還
付
さ
れ
る
。

⑤
保
険
の
免
除

ア

法

定

免

除

．
つ
ぎ
の
う
ち
ど
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
役
場
へ
届
け
出
れ
ば
保
険
料

は
免
除
さ
れ
る
。

①
国
民
年
金
の
障
害
年
金
又
は
、

母
子
福
祉
年
金
、
準
母
子
福
祉
年

金
の
受
給
潅
者
で
あ
る
と
き
。

⑫
生
活
保
護
法
又
は
、
ら
い
予
防

法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
と
き
。

R
ら
い
療
養
所
、
．
、
国
立
背
随
療
養

所
に
収
容
さ
れ
て
い
る
と
き
。

イ

申

請

免

除つ
ぎ
の
ど
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
加
入
者
か
ら
免

除
申
請
す
れ
ば
町
長
の
具
体

的
な
意
見
を
基
と
し
て
県
知

事
が
、
世
帯
員
全
員
の
所
得

や
、
固
定
資
産
な
ど
を
考
慮

し
て
免
除
す
る
か
ど
う
か
を

決
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

①
所
得
が
な
い
と
き

＠
加
入
者
又
は
、
そ
の
他

の
世
帯
員
が
、
生
活
保
護

法
や
、
ら
い
予
防
法
に
よ

る
教
育
扶
助
、
住
宅
扶
助
、

医
療
扶
助
へ
生
活
扶
助
又

は
、
葬
祭
扶
助
を
受
け
る

゜

と
き

R
地
方
税
法
に
定
め
る
障

害
者
又
は
寡
婦
で
あ
っ
て

年
間
の
所
得
が
十
五
万
円

以
下
で
あ
る
と
き
。

④
そ
の
他
、
保
険
科
を
納

め
る
こ
と
が
筈
し
く
困

1 0年
1人

年
一
人
5

5

 

巴
46人

ー
，
ー
，

9
,

ー

9
1
,
＇。
1
1
,

な
ら
な
く
な
る
。

R
保
険
科
の
前
納

毎
月
保
険
料
を
納
め
る
の
は
め
ん

ど
う
だ
と
い
う
人
、
或
い
は
、
単
作

農
家
の
よ
う
に
年
一
回
し
か
現
金
収

入
が
な
い
と
い
っ
た
人
の
た
め
に
、

将
来
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
て

い
た
だ
く
し
く
み
が
あ
る
。

一
年
分
以
上
の
保
険
料
を
前
納
す
れ

ば
、
年
五
分
五
厘
の
複
利
計
算
で
割

引
き
さ
れ
る
か
ら
有
利
で
あ
り
、
便

利
で
あ
る
。

前
納
保
険
料
額
の
例
を
あ
げ
れ
ば

別

紙
(

0
と
お
り
で
あ
る
。

肱
川
町
に
於
い
て
い
ま
ま
で
に
前

納
し
た
人
の
数
は
別
紙
②
の
通
り
で

あ
る
。

＠
保
険
料
の
還
付

保
険
料
を
前
納
し
ー
た
人
が
途
中
で

合計

6 5人

こ
と
）

L
 

，
 
＇ 

伽且
μ
 

，
畠
胃

氏

（
役
場
に
提
出
し
て
書
替
を
行
う

？
．
 

日
ま
で
。

お

手
帳
で
す
。

知 ら

十
九
年
九
月
一
日

せ

障
害
者
手
帳
は
昭
和

エ
ー
＇

碓
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

R
の
場
合
は
前
年
の
所
得
が
、
十

三
万
円
以
下
で
あ
り
、
固
定
資
産
の

評
価
額
が
二
十
五
万
円
以
下
で
あ
る

と
き
、
又
は
、
多
額
の
災
害
を
受
け

た
と
き
、
又
は
多
額
の
医
療
費
を
要

し
た
と
き
な
ど
、
特
別
の
事
情
が
あ

る
と
き
は
申
請
免
除
が
蒻
9

め
ら
れ
る

か
ら
役
場
で
姦
尋
ね
下
さ
い
。

対
象
と
な
る
身
体

以
前
の
日
附
を
も
っ

て
交
付
さ
れ
て
い
る

期
限
ー
三
月
―
―
-
+
-

身
体
障
害
者
手
帳

の
更
新
に

,tヽ

で

緑
化
運
動
の
推
進

昭
和
二
十
五
年
、
乱
伐
で
荒
れ
た

山
に
木
を
植
え
よ
う
、
と
い
う
運
勅

が
始
ま
っ
て
以
来
、
年
々
活
発
な
運

動
が
行
な
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

本
年
も
1

一
一
月
七
日
か
ら
一
ヶ
月
間
を

し
た
。

緑
化
運
動
月
間
と
決
ま
り
ま

町
で
は
森
林
組
合
と
協
同
し
て

1
杉
、
檜
の
技
打
コ
ン
ク
ー
ル

審

査

四

月

上

旬

表
彰
四
月
—

i
s
O
s
O

日
（
町
常
会
）

2
肱
川
自
然
公
園
の
篇
樹
f

,

:

＇ 

5
緑
の
羽
根
募
金

4
郡
内
山
ゆ
き
苗
圃
コ
ン
ク
ー
ル
参

nu 
ヵ
な
ど
の
行
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

肱
川
林
業
の
発
展
の
た
め
に
、
こ
の

月
間
を
意
義
あ
る
も
の
に
し
9

ぅ゚

ふ区I)グ
汀可霰褒笠

＼
 


